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本
書は、
昨
年、
アメ
リカ
の
読
書界で
大好
評
を
博し
た
も

の
で
ある。
原
著の
表
題
口問。ωロ仏
O
B同町
宮
ω
Eロぬ
『扇町
が

示
すよ
うに、
文
化
大
革命の
渦
中にお
け
る
生と
死のギ
リギ

リ
の
狭
間で
展
開さ
れた一
人の
中
国知識人
女
性の
抵
抗の
記

録で
あり、
文
革と
毛
沢
東
中
国の
お
ぞまし
さ
を
克明に
描い

た
告
発
書で
も
ある。
近年、
文
革の
悲
劇
や
その
恐るべ
き内

は〈
ぴ

幕をテ
17
に
し
た
著
作は
数
多い
が、
本
書は
その
白
眉
だ
と

も
言えよ
う。

著
者・
鄭
念
女史の
夫は、
元
国
民
党
政
府の
外交
官で
解
放

後も
上海に
残り、
シェ
ル
石
油
上海
支
店の
総
支
配
人で
あっ

た。
一
九
五
七
年の
夫の
死
後も
著
者は
経
営
顧
問とし
て
仕
事

を
引
き継
ぎ、
愛
娘の
梅平
も
若
手
女
優として
活
躍しは
じめ

る
な
ど、
中
国で
も
例
外的に
恵ま
れた
生
活
を
送っ
てい
た。

そこ
に
起っ
たの
が一
九
六
六
年
夏
以
来の
文
化
大
革命で
ある。

著
者は、
当
時の
熱
狂
的な
排
外主
義と
反ブ
ル
ジョ
ア
的な
風

潮の
なか
で、
外
国に
内
通し
たスパ
イ
とし
て
攻
撃
対
象に
な

り、
紅
衛兵に
家中を
荒さ
れる。

『
上

海
の
長
い
夜』（
上・
下）
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念
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吉
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郎
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自
宅
軟
禁、
闘
争会へ
の
連
行の
の
ち、
つ
い
に
上海の
第一

看
守
所の
独
房に
拘
禁さ
れ、
以
後、
一
九
七
六
年に
病気を
理

由に
釈
放さ
れる
まで
の
六
年
半、
不当
な
取調べ
と
自白の
強

要、
迫
害、
拷
聞が
続
く。
だ
が
著
者は
決して
屈し
なかっ
た。

執劫に
身の
潔白を
訴え、
抵
抗と
闘
争の
日々
を
続
け、
謝
罪

と
復
権を
求め
て
耐えぬい
たの
で
あるが、
それは
娘との
再

会へ
の
希望に
支
え
ら
れての
もの
で
も
あっ
た。
し
か
し、
寒

さに
耐え
きれ
ず差し
入
れを
求め
た
と
き、
ほ
とん
ど
着た
あ

天
安門
事
件、
毛の
死
と
後
継
者
争い、
北
京政
変な
どの
中
国

の
政
治
過程が、
獄
中で
の
看
守の
態
度の
変化や
著
者が
読む

こ
と
を
許さ
れた
新
聞の
読み
込み
な
どで
確
認で
きるこ
とで

ある。
こ
の
点で
も
貴
重な
書だ
とい
えよ
う。

最後に
本
書の
翻
訳につ
い
て。
訳
者が
英
語に
堪
能なこ
と

は
わか
るが、
文
革とい
うつ
い
先日の
同
時
代
史の
重
要な
出

来
事を
邦
訳
するの
に、
訳
者の
知識は
あま
りに
も
不十
分で

ある。
しか
も、
一
部を
除い
て
『
毛
語録』
や
文
革
関
係の
書

に
目
を
通し
た
痕跡
もほ
とん
ど
ない。
「
主
席」
が「
首席」
「
委

員
長」、
「文
革小組」
が「
特
別
委
員
会」、
「
労
農兵」
が「
労
農

戦士」、
「
統一一戦
線」
が「
統一
前
線」、
「
経
験
交
流」
が「
経
験

を
交
換」
な
どの
不通
訳は
まだ
許
容で
きるに
し
て
も、
一
世

を
船
酔し
た
毛
沢
東
讃
歌「
東
方紅」
が
「
東天
紅」
と
な
り、

上
海
を
舞台のド
ラマ
だとい
うの
に「
賞浦
江」
が「
貧甫
江」

で
あっ
た
り、
今日の
中
国の
重
要政
策「
四つ
の
現
代化」
の

中味
も
きちん
と
訳せ
ない
の
で
は、
あま
りに
もひ
ど
す
ぎる。

とこ
ろ
どこ
ろに
は
めこ
ん
で
ある
中
国
語も
誤
りが
多い。
刊

行を
急い
だ
た
めで
あろ
うが、
出
版社の
責任
も
厳し
く
問わ

れねば
なる
まい。

との
ない
娘の
キル
ティ
ン
グ
を
手に
し
て
不
安に
取り
恐か
れ

た
著
者の
予
感．とお
り、
娘は
文
革
中に
「
自
殺」
し
てい
たこ

と
を
出獄し
て
知っ
た。
悲し
みの
なか
で
著
者は
その
自
殺が

本当で
あっ
たの
か
を
究明
するの
だ
が、
北
京政
変で
「
四
人

組」
が
逮
捕さ
れたの
ちの一
九
七
八
年十一
月、
よ
うや
く
著

者り
名誉
回
復と
文
革期の
殺
害で
あっ
た
とい
う
娘の
死の
真

相が
公
表
さ
れたの
で
あっ
た。

こ
の
よ
うに
苛
酷
な
生と死の
舞台の
上
海
を
著
者は一
九
八

O
年九
月に
去
り、
香港
経
由、
アメ
リカへ
。亡
命。
する

「
その
あと
デッ
キ
に
出て、
こ
の
世の
見お
さめ
に
上海
を
眺め

て
み
た。
：：：
やが
て
船は
揚
子江の
河口
に
た
ど
り
着くと、

そ
れまで
の
嵐は
どこへ
や
ら、
雲の
合間に
幾
条かの
陽
光が

さん
ざめ
く」
とい
う
情景を、
終
りにい
たっ
て
読み
す
すむ

と
きは、
まこ
と
感
動的で
ある。
著
者は
現
在七
十三
歳、
旧

知の
テイ
ルマ
ン・
ダl
ディ
ン
夫
妻
（テイ
ルマ
ン・
ダl
デ

ィ
ン
は
元
『ニュ
ーヨ
ー
ク・
タ
イム
ズ』
特
派員で、
アメ
リ

カ
きつ
ての
中
国通）
らの
励
ましでワ
シン
トン
郊
外に
住ん

でい
るが、
遠
く
祖
国の
安定と
近
代化を
願っ
てい
る
愛
国
者

で
も
ある。

本
書は、
こ
の
よ
うな
著
者の
生々
しい
体
験
を
通
じての
文

革ド
ラマ
の
書で
あるが、
も
う一
つ
の
大
きな
特
徴は、
その

クロ
ノロ
ジ
カル
な
記述によっ
て
文
革の
閉
幕か
ら
陳
伯
遠の

失脚、
林
彪
事
件、
ニ
クソン
訪
中、
周
恩
来や
郡小平の
浮
沈、
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